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月次試算表や総勘定元帳・補助元帳などのメニューにおいて、部門別の集計を行うことができるようにな

ります。 

リリース日：2015 年 9 月 30 日(水)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
試算表、元帳メニューにおける部門別集計機能 

貸借科目、損益科目、製造原価科目ともに、仕訳入力において部門欄に部門が登録されている勘

定科目の金額が集計の対象になります。 

仕訳の相手科目に登録された部門には依存しません。 

●●● 部⾨別集計が可能なメニュー 

●●● 部⾨別集計の対象 

月次試算表 

総勘定元帳・補助元帳 

現金出納帳 

銀行帳 

会計帳簿タブ 集計表タブ 

※〔総勘定元帳・補助元帳〕はサブメニュー【元帳一括印刷】を含む 

※〔月次試算表〕はサブメニュー【補助残高確認表】を含む 

なお、管理会計タブ〔部門別損益計算書〕〔部門別比較損益計算書〕〔部門別変動損益計算書〕も

従来どおりご利用いただけます。 

また、貸借科目については、マスタ作成タブ〔期首残高登録〕のサブメニュー【部門別残高登録】

で登録された金額も集計の対象となります。（次ページで解説） 

●●● 部⾨別集計を⾏なう条件 

マスタ作成タブ〔基本情報設定〕で“部門別集計＝する”と設定されており、かつ〔損益部門設

定〕が行われている事が条件となります。 

相手科目が「いわき」部門でも 

「共通」部門として集計される。 
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(1) 

 マスタ作成タブ〔期首残高登録〕の

画面左上【部門別残高登録】をクリ

ックします。 

(2)  貸借科目(およびその補助科目)の部

門残高を入力します。 

 

 

 

 

 

科目全体の残高と部門残高合計との差額

は、共通部門の扱いとなります。 

 

(3)  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

 

 

登録された残高が、月次試算表など各メニ

ューの部門別集計へ反映されます。 

なお「年度切替」を行なうことで、過年度の

部門別残高も登録が可能です。 

 

 

１ 期首残高登録（部門別残高登録） 

試算表、元帳メニューにおける部門別集計機能 



 3 / 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 月次試算表 

ヘッダー項目〔部門〕により、貸借対照表/損益計算書/製造原価報告書のいずれにおいても

部門別の集計を行うことができます。  

 

 共通費の配賦は行われません。 

 貸借対照表における「資産の部」と「負債・純資産の部」の差額は【部門調整】欄で調整されます。 

 

 

 

 

 PDF 出力(グラフ含む)、CSV 出力も選択された部門が対象になります。 

 元帳ジャンプを行なうと、選択された部門の総勘定元帳・補助元帳が展開します。 

試算表、元帳メニューにおける部門別集計機能 
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４ 総勘定元帳・補助元帳 

３ 現金出納帳および銀行帳 

試算表、元帳メニューにおける部門別集計機能 

ヘッダー項目〔部門〕により、部門別の集計を行うことができます。 

 共通費の配賦は行われません。 

 PDF 出力も選択された部門が対象になります。（CSV 出力は機能自体がありません） 

 摘要入力を行う場合は、摘要設定の内容にかかわらず、選択された部門が自科目の

部門として設定されます。 

ヘッダー項目〔部門〕により、部門別の集計を行うことができます。 

 共通費の配賦は行われません。 

 PDF 出力、CSV 出力も選択された部門が対象になります。 

 摘要入力を行う場合は、摘要設定の内容にかかわらず、選択された部門が自科目の

部門として初期設定されます（ドロップダウンで変更可能）。 


